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論文内容の要旨

〔目的〕

体液交換に関する Star1 ing の式における膜の櫨過係数を指標として，虚血保存肺再謹流による肺胞

ー毛細血管膜透過性障害を定量的に評価し 薬剤(メチノレプレドニゾロンおよびジメチルチオ尿素)前投

与による膜透過性障害の抑制効果を明かにする乙とを目的とした。

〔方法〕

1.肺葉摘出と謹流回路:体重約 1 0 kgの雑種成犬 6 2 頭を用いた。成犬 2頭を 1 組とし， 1 頭では気管

内挿管，陽圧換気下に開胸し，左下葉を摘出した。摘出肺葉は肺動静脈.気管支にカニューレを留置し，

同犬から採取したへパリン化血液で充損した濯流回路に接続した。他の 1 頭(循環維持犬)はへノマリン

化した後，右房lと留置したカニューレからローラーポンプを用いて脱血し，摘出肺湿重量 1 g 当り 5ml

/分の一定流量で摘出肺を濯流した。

濯流血は肺静脈からリザーバーにドレナージし 大腿静脈に留置された送血管を介して循環犬に戻し

た。

濯流中，摘出左下葉は張力変位トランスデューサーに吊した板上に置き， 38 0Cの飽和水蒸気圧の箱

にいれて，重量変化を継時的に測定し，室内空気で l 回換気量 60ml ， 16 回/分で換気し， 5 cm 

H20の呼気終末圧を付加した。

静脈圧は漉過係数測定時に段階的に上昇させる以外は 5cmH20以下とした。

2. 摘出濯流肺の機能評価: 1 時間の定流量濯、流後lζ摘出肺の機能評価を行った。
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a. 血行動態; Haki m らの肺静脈閉塞法?肺毛細血管圧 (Ppc) と血管抵抗の分布を測定計算し，肺

血管抵抗 (Rt) ，流入側(動脈側)血管抵抗 (R a) ，流出側(静脈側)血管抵抗 (Rv) を求めた。

b. 摘出肺の酸素化能;肺葉の流出側から採取した血液の P02 と，肺内シャント率を測定した。

C. 櫨過係数;流出側のリザーパーの高さを調節し，肺静脈圧を連続的に 3 段階上昇させた時の PÞc と

肺葉重量増加速度から肺湿重量 1 0 0 g 当りの漉過係数を計算したD

3. 実験群 :CONT群 (n= 6) では摘出後直ちに再謹流した。 COLD群 (n= 7) では 4 0C， WA 

RM群 (n= 7) では 38 0Cで肺を膨張させた状態で， 3 時間保存した後に再濯流した。 MPS群 (n

= 6) では左下葉摘出 3 0分前と再濯流 1 5 分前にメチルプレドニゾロン 3 Omg Ikg を， DMTU群

(n = 5) には摘出 1 時間前と再濯流開始 1 時間前にジメチルチオ尿素 7 5 0 mg Ikgを静脈内投与し，

WARM群と同様の方法で保存し，その後再濯流した。

〔成績〕

1.肺血行動態: Rt , Ra は，各群聞に有意差がなく， Rv はWARM群で 7.7 :::t2.1 cmH20 1m 1 I 

min X 10- 2 , MPS群 3.4 :::t 1. 0 と両者間に有意差 (P<O. 0 5) があった。

2. 酸素化能: P02 はWARM群 7 4:::t2 1 torr, CONT群 103 :::t 13torr と有意差 (P<0.0 5) 

があった。他の群では P0 2 は 90 Torr 以上に保たれ， CONT群と有意差はなかった。 シャント率

はWARM群 32.8::!:::2 4.6% と CONT群( 3.7::!::: 2.3 % )と比較して有意に (P<O.O 5 )高値を示し

た。その他の群では CONT群との聞に有意差はなかった。

3. 漉過係数 :CONT群は O.1 O:::t O. 0 4g 1m i n ・ cmH20 ・ 1 0 0 g であった。 WARM群では

0.3 8:::t 0.1 7 g でCONT群および， COLD群(O. 1 3:::t O. 0 4 )に比較して有意に (P<0.0 01) 

高値であった。 MPS群では O.1 9:::t O. 0 9 , 0 M T U群では 0.1 9:::t 0.0 5 で， WARM群と比較し

て有意に (P< O. 0 1 )低値であった。 WARM群以外の保存群ではCONT群と比較して漉過係数に

有意差がなかった。

〔総括〕

1 )漉過係数 (Kf) を測定することにより，虚血肺再濯流障害における肺胞ー毛細血管の膜透過性を定

量的に測定した。

2) 4 0C, 3 時間虚血肺のKf は非保存肺と比較して有意差がなかった。

3) 3 8 0C, 3 時間温虚血肺のKf は非保存肺，冷保存肺と比較して有意 (P<0.0 0 1 )に高値で，ま

た，温虚血肺では非保存肺と比較してP02 は有意 (P<0.0 5) に低値であり，シャント率は有意

(P< 0.0 5) に高値であった。

4) 温虚血肺をメチルプレドニゾロンまたは，ジメチルチオ尿素で前処置する乙とにより，単純温虚血肺

と比較して， Kf は有意 (P< 0.0 1 )に低値となった。前処置群と 4 0C群の聞にはKf に有意差はな

かった。

5 )以上から 3 時間の温虚血肺再謹流によって肺胞-毛細血管膜透過性が冗進する乙と，および、，メチル
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プレドニゾロンとジメチルチオ尿素の前投与が透過性を抑制する作用がある乙とが明かとなった。

論文審査の結果の要旨

本論文は Starl ing の受動的体液輸送に関する式における漉過係数を指標として，摘出保存イヌ肺を

再濯流する乙とによってお乙る肺の膜透過性障害を数量的に示したものである。 3 8 0C, 3 時間保存肺の

漉過係数は，対照群および 4
0

C， 3 時間保存肺の櫨過係数と比較して有意に高値であり，乙れをメチルプ

レドニソーロンまたは ジメチルチオ尿素で、前処置すると 櫨過係数は非処置群と比べて有意に低値となり，

対照群および 4 0C保存群とほぼ同様になる乙とを示している。即ち，温虚血肺再濯流によってお乙る膜透

過性の冗進を数量的に示し かっ，メチルプレドニソゃロンとジメチルチオ尿素による透過性の抑制効果を

明らかにしたものである。
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